
(57)【要約】

【課題】固定鉄芯へのアース接続が確実で、部品点数が

少なく、モールド可能で、コイルの取付取外し容易なソ

レノイド組立体を提供。

【解決手段】円筒状ヨーク１１、非磁性体リング１２、

固定鉄芯１３からなる鉄芯アセンブリ１０、鉄芯アセン

ブリ外周１０ａに嵌合される第一のヨーク３ａ、コイル

８が巻回されたボビン４、第二のヨーク３ｂ、コイルケ

ース９からなるソレノイド組立体２において、ボビンに

設けられたアース端子５に接続され固定端７ａがボビン

に固定された接触部材７を鉄芯アセンブリ外周とボビン

内径４ｃとの隙間１８に延出させ鉄芯アセンブリ外周に

接触するようにする。接触部材は板ばね部材とし、ばね

力により固定鉄芯外周に接触部材を接触させ、第一のヨ

ーク側から第二のヨーク側へ向かって舌状に延出させる

。さらに、第一、第二のヨーク、ボビン、コイル、コイ

ル端子、アース端子、コイルケース、接触部材をモール

ド成形する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 筒 状 ヨ ー ク と 非 磁 性 体 リ ン グ を 介 し て 一 体 に さ れ た 固 定 鉄 芯 と か ら な り 該 固 定 鉄 芯 側 の
端 部 側 外 周 に 鍔 が 設 け ら れ た 略 円 筒 状 の 鉄 芯 ア セ ン ブ リ と 、 該 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 嵌 合
か つ 前 記 鍔 に 当 接 す る 第 一 の ヨ ー ク と 、 該 第 一 の ヨ ー ク に 当 接 か つ 前 記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外
周 に 遊 嵌 さ れ た ボ ビ ン と 、 該 ボ ビ ン に 巻 回 さ れ た コ イ ル と 、 前 記 ボ ビ ン に 当 接 し 、 か つ 前
記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 嵌 合 さ れ た 第 二 の ヨ ー ク と 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の ヨ ー ク 及 び 前 記
コ イ ル 及 び 前 記 ボ ビ ン の 外 周 に 一 部 を 切 り 欠 い て 設 け ら れ た コ イ ル ケ ー ス と 、 前 記 鉄 芯 ア
セ ン ブ リ の 鍔 と で 前 記 第 一 の ヨ ー ク と 前 記 ボ ビ ン と 前 記 第 二 の ヨ ー ク と を 挟 持 固 定 す る 固
定 部 材 と 、 を 有 し 、 前 記 コ イ ル に 通 電 す る こ と に よ り 前 記 円 筒 状 ヨ ー ク 内 に 摺 動 可 能 に さ
れ た 可 動 鉄 芯 を 前 記 固 定 鉄 芯 側 に 磁 力 に よ り 付 勢 す る よ う に さ れ た ソ レ ノ イ ド 組 立 体 に お
い て 、 前 記 ボ ビ ン に 設 け ら れ た ア ー ス 端 子 に 接 続 さ れ 固 定 端 が 前 記 ボ ビ ン に 固 定 さ れ た 接
触 部 材 が 前 記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 と 前 記 ボ ビ ン 内 径 と の 隙 間 に 延 出 し 、 か つ 前 記 鉄 芯 ア セ
ン ブ リ 外 周 に 接 触 す る よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ソ レ ノ イ ド 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 接 触 部 材 は 板 ば ね 部 材 で あ っ て 、 ば ね 力 に よ り 前 記 固 定 鉄 芯 外 周 に 前 記 接 触 部 材 が 接
触 す る よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 接 触 部 材 は 前 記 第 一 の ヨ ー ク 側 か ら 前 記 第 二 の ヨ ー ク 側 へ 向 か っ て 舌 状 に 延 出 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 一 の ヨ ー ク と 、 前 記 ボ ビ ン と 、 前 記 コ イ ル と 、 前 記 第 二 の ヨ ー ク と 、 前 記 コ イ ル の
両 端 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た コ イ ル 端 子 と 、 前 記 接 触 部 材 と 接 続 さ れ た ア ー ス 端 子 と 、 前 記
コ イ ル ケ ー ス と 、 前 記 接 触 部 材 の 固 定 側 端 と 、 が 一 体 に モ ー ル ド 成 形 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ソ レ ノ イ ド を 構 成 す る ボ ビ ン か ら 固 定 鉄 芯 や 鉄 芯 ア セ ン ブ リ へ の ア ー ス の 電 気 的
接 触 の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ボ ビ ン 、 ボ ビ ン に 巻 回 さ れ た コ イ ル 、 コ イ ル の 磁 路 を 形 成 す る 固 定 鉄 芯 、 ヨ ー ク 、 可 動 鉄
芯 等 か ら 構 成 さ れ る ソ レ ノ イ ド 組 立 体 （ ソ レ ノ イ ド ア セ ン ブ リ ー ） の ボ ビ ン か ら 固 定 鉄 芯
へ の ア ー ス は ア ー ス 線 を ヨ ー ク や 固 定 鉄 芯 に ビ ス で 止 め た り 、 ア ー ス 線 や ア ー ス 端 子 の 一
部 を ヨ ー ク と ボ ビ ン と の 間 で 挟 持 し て ヨ ー ク を 介 し て 固 定 鉄 芯 に 導 通 し て い る 。 か か る ア
ー ス は 、 自 動 車 用 の ２ 線 式 の 電 磁 弁 等 で は 、 コ イ ル の 両 端 の 内 一 端 が 電 源 に 接 続 さ れ 、 他
端 が ア ー ス に 接 続 さ れ 固 定 鉄 芯 や ヨ ー ク 、 電 磁 弁 本 体 を 経 由 し て 電 源 の ア ー ス 側 に 接 続 さ
れ る 。 ま た 、 一 般 産 業 機 械 用 の Ｄ Ｉ Ｎ 規 格 等 の ア ー ス を 含 む ３ 線 式 の 電 磁 弁 等 に お い て は
、 ア ー ス の 他 端 は コ イ ル の 両 端 に 設 け ら れ た 電 力 供 給 の た め の 供 給 端 子 と 共 に 設 け ら れ た
ア ー ス 端 子 を 介 し て ア ー ス 線 に よ り 配 線 さ れ 外 部 電 源 に 設 け ら れ た ア ー ス に 接 地 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ２ 個 の 電 源 端 子 ６ と ア ー ス 端 子 ５ を 備 え た Ｄ Ｉ Ｎ 規
格 端 子 を 有 す る 電 磁 弁 用 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 ３ １ の 例 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の も の は 、 円
筒 状 ヨ ー ク １ １ と 非 磁 性 体 リ ン グ １ ２ を 介 し て 一 体 に さ れ た 固 定 鉄 芯 １ ３ と か ら な り 固 定
鉄 芯 側 の 端 部 側 外 周 に 鍔 １ ４ が 設 け ら れ た 略 円 筒 状 の 鉄 芯 ア セ ン ブ リ １ ０ と 、 鉄 芯 ア セ ン
ブ リ 外 周 １ ０ ａ に 嵌 合 か つ 鍔 １ ４ に 当 接 す る 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ と 、 第 一 の ヨ ー ク に 当 接 か
つ 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 遊 嵌 さ れ た ボ ビ ン ３ ４ と 、 ボ ビ ン に 巻 回 さ れ た コ イ ル ８ と を 有 し
て い る 。 さ ら に 、 ボ ビ ン ３ ４ に 当 接 か つ 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 １ ０ ａ に 嵌 合 さ れ た 第 二 の ヨ
ー ク （ ３ ｂ ） を 兼 ね て 第 一 の ヨ ー ク 及 び コ イ ル 及 び ボ ビ ン 外 周 に 一 部 を 切 り 欠 い て 設 け ら
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れ た コ イ ル ケ ー ス ３ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら を 固 定 部 材 で あ る ナ ッ ト ２ ２ で 円 筒 状 ヨ
ー ク １ １ 端 に 設 け ら れ た ね じ １ ６ に 螺 着 し 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ の 鍔 １ ４ と で 第 一 の ヨ ー ク ３
ａ と ボ ビ ン ３ ４ と カ バ ー ３ ９ を 兼 ね た 第 二 の ヨ ー ク （ ３ ｂ ） を 挟 持 固 定 し て い る 。 さ ら に
、 ア ー ス 端 子 ５ は ボ ビ ン の 端 面 ３ ４ ａ に 固 定 さ れ 、 一 方 が 外 部 に 端 子 ５ と し て 露 出 し 、 他
方 は ア ー ス 先 端 ３ ５ が 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ と ボ ビ ン 端 面 ３ ４ ａ と の 間 に 挟 持 さ れ る よ う に し
て 、 ア ー ス 端 子 ５ と 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ と を 電 気 的 に 接 触 さ せ 、 さ ら に 第 一 の ヨ ー ク の 端 部
と 固 定 鉄 芯 の 鍔 １ ４ や 固 定 鉄 芯 外 周 １ ０ ａ （ １ ３ ａ ） と の 接 触 部 ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ を 介 し て
固 定 鉄 芯 １ ３ に 導 通 さ れ 、 さ ら に 固 定 鉄 芯 を 介 し て 二 点 鎖 線 で 示 す バ ル ブ 本 体 に 電 気 的 に
接 続 す る よ う に さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 コ イ ル ８ か ら ヨ ー ク ３ ａ 、 カ バ ー ３ ９ （ ３ ｂ ）
、 固 定 鉄 芯 １ ３ （ 鉄 芯 ア セ ン ブ リ １ ０ ） 、 バ ル ブ 本 体 等 に 電 気 が 漏 れ て も ア ー ス 端 子 ５ よ
り 電 源 側 ア ー ス に 戻 さ れ バ ル ブ 等 に 触 れ て も 感 電 等 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ７ ９ ４ ６ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の も の は 、 ア ー ス ５ の 先 端 ３ ５ を 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ に 押 し 付 け
て 接 触 さ せ て い る が 、 こ の 押 し 付 け は 合 成 樹 脂 製 ボ ビ ン ３ ４ の 図 で 見 て 右 側 端 に 設 け た 軸
方 向 突 起 ３ ４ ｂ の 圧 縮 変 形 で あ り 、 コ イ ル の 温 度 変 化 の 繰 返 し に よ る 熱 劣 化 か ら ア ー ス 端
子 金 具 の 押 し 付 け は 時 間 経 過 と 共 に 無 く な り 、 接 触 も 不 確 実 な も の に な る 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ 、 コ イ ル ケ ー ス ヨ ー ク 部 ３ ｂ の 内 径 と 鉄 芯 ア ッ セ ン ブ リ 外 周 １ ０
ａ と の 間 に は 組 付 等 の た め に 微 少 な す き 間 が 必 要 で あ り 、 こ の 微 少 隙 間 の た め 、 コ イ ル の
取 付 け 取 外 し や 組 付 け 状 態 に よ っ て は 接 触 が 弱 く な る 場 合 が あ り 、 ア ー ス 端 子 と 固 定 鉄 芯
と の 電 気 的 接 触 が 必 ず し も 良 好 で な か っ た 。 さ ら に 、 こ の も の は 、 コ イ ル ８ 及 び 端 子 部 ５
， ６ の み を モ ー ル ド し て い る の で 、 防 水 性 に 乏 し い 。 そ こ で 、 防 水 の た め に 、 ヨ ー ク 、 ケ
ー ス （ ヨ ー ク を 含 む ） 等 全 体 を モ ー ル ド す る 。 し か し 、 ア ー ス 端 子 ５ と コ イ ル ヨ ー ク ３ ａ
そ し て コ イ ル ヨ ー ク ３ ａ と 鉄 芯 ア ッ セ ン ブ リ 外 周 １ ０ ａ と そ れ ぞ れ 接 触 す る が 、 コ イ ル ヨ
ー ク ３ ａ と 成 形 金 型 に は 必 要 最 小 限 の す き 間 が 設 け て あ る た め 、 コ イ ル ヨ ー ク ３ ａ の 内 径
３ ５ ｂ 及 び 外 側 端 面 ３ ５ ａ に も モ ー ル ド が 入 り 込 む 場 合 が あ り 、 こ れ が 部 分 的 で あ っ て も
鉄 芯 ア ッ セ ン ブ リ １ ０ と の 電 気 的 接 触 が 弱 く な る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て 、 ア ー ス 端 子 の 確 実 な 接 触 が 得 ら れ 、 部 品 点 数 も
少 な く 簡 単 に 組 立 可 能 な ソ レ ノ イ ド 組 立 体 を 提 供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 ヨ ー ク 内 径 に モ
ー ル ド が 入 り 込 ん で も 通 電 で き る モ ー ル ド タ イ プ の 防 水 構 造 可 能 な ソ レ ノ イ ド 組 立 体 を 提
供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 コ イ ル の 取 付 け 取 外 し に よ り 接 触 不 良 を 生 じ な い よ う に す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に お い て は 、 円 筒 状 ヨ ー ク と 非 磁 性 体 リ ン グ を 介 し て 一 体 に さ れ た 固 定 鉄 芯 と か ら
な り 該 固 定 鉄 芯 側 の 端 部 側 外 周 に 鍔 が 設 け ら れ た 略 円 筒 状 の 鉄 芯 ア セ ン ブ リ と 、 該 鉄 芯 ア
セ ン ブ リ 外 周 に 嵌 合 か つ 前 記 鍔 に 当 接 す る 第 一 の ヨ ー ク と 、 該 第 一 の ヨ ー ク に 当 接 か つ 前
記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 遊 嵌 さ れ た ボ ビ ン と 、 該 ボ ビ ン に 巻 回 さ れ た コ イ ル と 、 前 記 ボ ビ
ン に 当 接 し 、 か つ 前 記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 嵌 合 さ れ た 第 二 の ヨ ー ク と 、 前 記 第 一 及 び 第
二 の ヨ ー ク 及 び 前 記 コ イ ル 及 び 前 記 ボ ビ ン 外 周 に 一 部 を 切 り 欠 い て 設 け ら れ た コ イ ル ケ ー
ス と 、 前 記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ の 鍔 と で 前 記 第 一 の ヨ ー ク と 前 記 ボ ビ ン と 前 記 第 二 の ヨ ー ク と
を 挟 持 固 定 す る 固 定 部 材 と 、 を 有 し 、 前 記 コ イ ル に 通 電 す る こ と に よ り 前 記 円 筒 状 ヨ ー ク
内 に 摺 動 可 能 に さ れ た 可 動 鉄 芯 を 前 記 固 定 鉄 芯 側 に 磁 力 に よ り 付 勢 す る よ う に さ れ た ソ レ
ノ イ ド 組 立 体 に お い て 、 前 記 ボ ビ ン に 設 け ら れ た ア ー ス 端 子 に 接 続 さ れ 固 定 端 が 前 記 ボ ビ
ン に 固 定 さ れ た 接 触 部 材 が 前 記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 と 前 記 ボ ビ ン 内 径 と の 隙 間 に 延 出 し 、
か つ 前 記 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 接 触 す る よ う し た ソ レ ノ イ ド 組 立 体 を 提 供 す る こ と に よ り
上 記 課 題 を 解 決 し た 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
即 ち 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ と ヨ ー ク と の 接 触 は 鍔 あ る い は 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 で あ り 、 ヨ ー ク
内 周 と 鉄 芯 ア セ ン ブ リ の 外 周 と の 隙 間 は 微 少 に さ れ 、 こ の 部 分 に 新 た に 接 触 部 材 等 の 導 入
は で き な い 。 こ れ に 対 し 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 と ボ ビ ン の 内 周 と の 隙 間 も 少 な い 方 が よ い
が 、 製 作 、 加 工 精 度 の 関 係 で ヨ ー ク と 鉄 芯 ア セ ン ブ リ と の 隙 間 よ り は 大 き な 隙 間 が 設 け ら
れ て い る 。 本 発 明 は こ の 隙 間 に 注 目 し た も の で あ り 、 こ の 隙 間 に ア ー ス 端 子 に 接 続 さ れ 固
定 端 が ボ ビ ン に 固 定 さ れ た 接 触 部 材 を 延 出 さ せ 、 か つ 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 接 触 さ せ る こ
と に よ り ア ー ス を 固 定 鉄 芯 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ に 導 通 さ せ る 。 従 っ て 、 ヨ ー ク の 接 触 不 良 や
軸 方 向 の 変 形 に よ る 接 触 不 良 の 影 響 を 受 け な い 。 ま た 、 接 触 部 材 は 隣 青 銅 等 の 部 材 を 使 用
す れ ば 、 薄 く 、 強 く 、 電 気 抵 抗 の 少 な い も の が 種 々 使 用 で き る の で 、 ボ ビ ン と 鉄 芯 ア セ ン
ブ リ 間 の 隙 間 で も 充 分 な 性 能 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 と ボ ビ ン
内 径 と の 隙 間 は 従 来 と 同 様 の 円 筒 状 の も の で も よ い が 、 部 分 的 に ボ ビ ン の 一 部 に 凹 部 を 設
け 、 そ の 凹 部 を 隙 間 と し て 接 触 部 材 が 延 出 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 接 触 部
材 の 材 質 や 大 き さ 形 状 の 自 由 度 が 増 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
接 触 部 材 は 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 面 に 付 勢 す る よ う に さ れ る の が よ い 。 そ こ で 、 請 求 項 ２
に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 接 触 部 材 は 板 ば ね 部 材 で あ っ て 、 ば ね 力 に よ り 前 記 固 定 鉄
芯 外 周 に 前 記 接 触 部 材 が 接 触 す る よ う に し た 。 さ ら に 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ と ボ ビ ン と の 組 付
時 は 、 円 筒 状 ヨ ー ク 側 か ら ボ ビ ン 穴 に 挿 入 さ れ る 。 従 っ て 、 接 触 部 材 の 延 出 方 向 が 挿 入 さ
れ る 側 に 向 い て い る （ 第 二 の ヨ ー ク か ら 第 一 の ヨ ー ク 側 に む い て い る ） と 、 接 触 部 材 が 鉄
芯 ア セ ン ブ リ に 引 っ か か り 易 い 。 そ こ で 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 接 触 部
材 は 前 記 第 一 の ヨ ー ク 側 か ら 前 記 第 二 の ヨ ー ク 側 へ 向 か っ て 舌 状 に 延 出 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る 接 触 部 材 を 設 け る こ と に よ り 、 モ ー ル ド 時 の 隙 間 へ の モ ー ル ド の は み 出 し 等 が あ っ
て も 確 実 な ア ー ス を 得 ら れ る 。 そ こ で 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 第 一 の ヨ
ー ク と 、 前 記 ボ ビ ン と 、 前 記 コ イ ル と 、 前 記 第 二 の ヨ ー ク と 、 前 記 コ イ ル の 両 端 に そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ た コ イ ル 端 子 と 、 前 記 接 触 部 材 と 接 続 さ れ た ア ー ス 端 子 と 、 前 記 コ イ ル ケ ー ス
と 、 前 記 接 触 部 材 の 固 定 側 端 と 、 が 一 体 に モ ー ル ド 成 形 さ れ た ア ー ス 接 続 の 確 実 な 防 水 構
造 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 を 提 供 す る も の と な っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す ソ
レ ノ イ ド 組 立 体 の （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の （ ａ ） の Ａ 部 の 部
分 拡 大 断 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す ソ レ ノ イ ド コ イ ル の （ ａ ） は 平 面 図 、 （
ｂ ） は 正 面 断 面 図 、 （ ｃ ） は 左 側 面 図 、 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す コ イ ル ア セ ン ブ
リ の 正 面 断 面 図 、 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 接 触 部 材 の 正 面 図 ， （ ｂ ） は 左 側 面 図
で あ る 。 な お 、 前 述 し た 図 ７ と 同 様 な 部 分 に つ い て は 同 符 号 を 付 し て 説 明 の 一 部 を 省 略 す
る 。 ソ レ ノ イ ド コ イ ル ２ は 、 図 ３ に 示 す ボ ビ ン ４ と ボ ビ ン に 巻 回 さ れ た 巻 線 ８ と 、 電 源 端
子 ６ ａ 、 ６ ｂ 及 び ア ー ス 端 子 ５ か ら 構 成 さ れ て い る 。 電 源 端 子 ６ ａ 、 ６ ｂ は 固 定 端 ６ ｃ 、
６ ｄ が ボ ビ ン ４ の 溝 ４ ａ に そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 巻 線 ８ の 両 端 ８ ａ 、 ８ ｂ が そ れ ぞ れ 電 源 端 子
６ ａ 、 ６ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 ボ ビ ン ４ の 外 側 に は コ イ ル の 固 定 鉄 芯
と な る 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ 、 第 二 の ヨ ー ク ３ ｂ と コ イ ル ケ ー ス ９ が 組 込 ま れ 、 こ れ ら が 一 体
に な る よ う に モ ー ル ド 成 形 さ れ て い る 。 接 触 部 材 ７ は 図 ５ に 示 す よ う に 、 略 長 方 形 の 平 板
を 略 Ｌ 字 形 に 折 り 曲 げ 、 固 定 部 ７ ａ の 先 端 ７ ｂ が 円 形 に さ れ 他 端 ７ ｃ は 下 方 に 向 か っ て ２
箇 所 の ふ く ら み ７ ｄ ， ７ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 他 端 ７ ｃ は ９ ０ 度 に 折 り 曲 げ ず に や や
下 方 に な る よ う に 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 接 触 部 材 ７ の 材 質 は リ ン 青 銅 や 黄 銅 な ど の 導 電
性 材 料 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
接 触 部 材 ７ は ア ー ス 端 子 ５ の 固 定 端 ５ ａ が ボ ビ ン ４ の 溝 ４ ｂ に 接 触 部 材 ７ の 固 定 部 ７ ａ を
間 に 挟 む 状 態 で 挿 入 さ れ る 。 ア ー ス 端 子 ５ と 接 触 部 材 ７ の 固 定 部 ７ ａ を 挿 入 す る ボ ビ ン ４
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の 溝 ４ ｂ は 、 ア ー ス 端 子 ５ と 接 触 部 材 ７ の 接 触 面 に モ ー ル ド ２ ａ が 入 り 込 ま な く す る た め
、 す き 間 は 設 け ず 圧 入 す る の が 望 ま し い 。 ま た 、 コ イ ル ア セ ン ブ リ ２ を モ ー ル ド 成 形 す る
と き 、 接 触 部 材 ７ の 他 端 ７ ｃ が 弾 性 変 形 し て 成 形 金 型 に 挿 入 で き る た め 、 特 別 な 成 形 金 型
の 必 要 は な い 。 ま た 、 ボ ビ ン ４ の コ イ ル ８ 外 周 全 体 に 成 形 圧 力 が 作 用 し 、 ボ ビ ン ４ の 内 径
が 収 縮 す る た め 、 成 形 金 型 と ボ ビ ン ４ の 内 径 す き 間 に モ ー ル ド が 入 る こ と が な く 、 接 触 部
材 ７ の 弾 性 が 確 保 で き る 。 以 上 述 べ た 、 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ と 、 第 一 の ヨ ー ク に 当 接 す る ボ
ビ ン ４ と 、 ボ ビ ン に 巻 回 さ れ た コ イ ル ８ と 、 ボ ビ ン に 当 接 す る 第 二 の ヨ ー ク ３ ｂ と 、 第 一
及 び 第 二 の ヨ ー ク に 接 し コ イ ル 及 び ボ ビ ン 外 周 に 一 部 を 切 り 欠 い て 設 け ら れ た コ イ ル カ バ
ー ９ と 、 接 触 部 材 と で コ イ ル ア セ ン ブ リ ２ が 構 成 さ れ 、 接 触 部 材 ７ は 内 側 に 曲 が っ た 形 状
に な っ て い て コ イ ル 内 周 ４ ｃ よ り 飛 び 出 て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 略 円 筒 状 の 鉄 芯 ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 円 筒 状 ヨ ー ク １ １ と 非 磁 性 体 リ ン
グ １ ２ を 介 し て 一 体 に さ れ た 固 定 鉄 芯 １ ３ と か ら 構 成 さ れ 、 固 定 鉄 芯 側 の 端 部 側 外 周 に 鍔
１ ４ が 設 け ら れ て い る 。 円 筒 状 ヨ ー ク １ １ の 先 端 １ ５ は 閉 塞 さ れ 、 外 側 に ね じ １ ６ が 設 け
ら れ 、 手 動 用 の 押 し ピ ン １ ７ が 挿 入 さ れ て い る 。 円 筒 状 ヨ ー ク １ １ の 内 部 １ １ ａ に は 可 動
鉄 芯 ２ ０ が 摺 動 可 能 に さ れ て お り 、 先 端 が ピ ン ２ １ に 当 接 さ れ る 。 ピ ン ２ １ は 固 定 鉄 芯 １
３ を 貫 通 し 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ １ ０ 外 に 設 け ら れ た 図 示 し な い ス プ ー ル や ポ ペ ッ ト に 当 接 作
動 で き る よ う に さ れ て い る 。 か か る 鉄 芯 ア セ ン ブ リ １ ０ の 先 端 １ ５ 側 か ら 図 ４ に 示 す コ イ
ル ア セ ン ブ リ ２ を 嵌 合 さ せ る 。 さ ら に 固 定 部 材 で あ る ナ ッ ト ２ ２ を 先 端 の ね じ １ ６ に 螺 着
さ せ て コ イ ル ア セ ン ブ リ ２ を 鍔 １ ４ と ナ ッ ト ２ ２ と の 間 に 挟 持 固 定 し て ソ レ ノ イ ド 組 立 体
と す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 １ ０ ａ に 嵌 合 か つ 鍔 １ ４ に 第 一 の
ヨ ー ク ３ ａ と を 当 接 さ せ 、 ボ ビ ン ４ 、 コ イ ル ８ 、 第 二 の ヨ ー ク ３ ｂ と 、 コ イ ル カ バ ー ９ を
鍔 と 固 定 部 材 で あ る ナ ッ ト ２ ２ と で 挟 持 固 定 し 、 コ イ ル に 通 電 す る こ と に よ り 可 動 鉄 芯 ２
０ を 固 定 鉄 芯 １ ３ 側 に 磁 力 に よ り 付 勢 さ せ 電 磁 弁 を 駆 動 す る こ と が で き る 。 な お 、 符 号 ２
３ ， ２ ４ ， ２ ５ は シ ー ル 用 の Ｏ リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
特 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 す よ う に 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ １ ０ に コ イ ル ア セ ン
ブ リ ２ を 組 付 る 時 に 、 ア ー ス 端 子 ５ に 接 続 さ れ 固 定 端 ７ ａ が ボ ビ ン ４ に 固 定 さ れ た 接 触 部
材 ７ が 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 １ ０ ａ に 沿 っ て 接 触 し な が ら 挿 入 さ れ 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 １
０ ａ と ボ ビ ン 内 周 ４ ｃ と の 隙 間 １ ８ に 延 出 し 、 か つ 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 に 接 触 す る よ う に
さ れ る 。 ま た 、 接 触 部 材 ７ は 図 で み て 右 側 に （ 第 一 の ヨ ー ク ３ ａ か ら 第 二 の ヨ ー ク ３ ｂ に
向 か っ て ） 折 れ て い る の で 、 組 み 付 け が 容 易 で あ り 、 ま た 弾 性 変 形 さ せ る た め 、 確 実 な 接
触 が 得 ら れ る 。 な お 、 接 触 部 材 ７ は 図 ５ の 他 、 図 ６ に 示 す よ う な 、 Ｌ 字 の 下 側 の 延 出 部 ２
７ ｃ が 弧 状 に ふ く ら む 凸 部 ２ ７ ａ と そ の 後 ボ ビ ン 内 周 ４ ｃ に 接 触 す る 直 線 部 ２ ７ ｂ を 有 す
る も の で も よ い 。 こ の 場 合 は 逆 方 向 か ら 挿 入 し て も ス ム ー ス に 取 付 取 外 し が 可 能 で あ る 。
ま た 、 先 端 ２ ７ ｂ が 引 っ か か ら な い よ う に か つ ば ね 力 を 確 保 す る た め ボ ビ ン 側 に 細 溝 ４ ｄ
を 設 け て 先 端 が 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 固 定 し 凸 部 ２ ７ ａ の み 飛 び 出 る よ う に す る な ど 種 々 の
形 態 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 に お い て は モ ー ル ド タ イ プ の も の に つ い て 説 明 し た
が 、 本 発 明 の 接 触 部 材 は 従 来 例 で 説 明 し た も の や 種 々 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 に 適 用 で き る こ
と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周 と ボ ビ ン の 内 周 と の 隙 間 に ア ー
ス 端 子 に 接 続 さ れ 接 触 部 材 を 延 出 さ せ 、 か つ ア セ ン ブ リ 外 周 に 接 触 さ せ ア ー ス を 固 定 鉄 芯
、 鉄 芯 ア セ ン ブ リ に 導 通 さ せ る よ う に し 、 ヨ ー ク の 接 触 不 良 や 軸 方 向 の 変 形 に よ る 接 触 不
良 の 影 響 を 受 け な い よ う に し た の で 、 一 体 形 モ ー ル ド 成 形 の コ イ ル で も 、 簡 単 な 部 品 の 追
加 で 、 従 来 の 成 形 金 型 を 変 更 す る こ と な く 、 ア ー ス 端 子 の 確 実 な 接 触 が 得 ら れ る 。 ま た 、
部 品 点 数 も 少 な く 簡 単 に 組 立 可 能 で あ り 、 さ ら に は 従 来 の 部 品 を そ の ま ま 又 は 小 改 造 で 使
用 で き る も の と な っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 触 部 材 は ば ね 力 に よ り 固 定 鉄 芯 外 周 に 接 触 す る
よ う に し た の で 、 導 電 性 金 属 で あ る ス プ リ ン グ 状 の 端 子 金 具 に よ る 弾 性 変 形 で の 接 触 で あ
り 、 コ イ ル の 取 付 け 、 取 外 し を 何 度 繰 返 し て も 確 実 な 接 触 が 得 ら れ る も の と な っ た 。 さ ら
に 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 触 部 材 は 第 一 の ヨ ー ク 側 か ら 第 二 の ヨ ー ク 側 へ 向 か
っ て 舌 状 に 延 出 す る よ う に し た の で 、 容 易 に 組 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 一 の ヨ ー ク と 、 ボ ビ ン と 、 コ イ ル と 、 第 二 の
ヨ ー ク と 、 コ イ ル 端 子 と 、 ア ー ス 端 子 と 、 コ イ ル ケ ー ス と 、 接 触 部 材 の 固 定 側 端 と を 一 体
に モ ー ル ド 成 形 さ れ た ア ー ス 接 続 の 確 実 な 防 水 構 造 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 と し た の で 、 コ イ
ル 鉄 芯 で あ る コ イ ル ヨ ー ク は 金 属 で あ る た め 、 モ ー ル ド の 成 形 金 型 と の す き 間 は 不 可 欠 な
た め 、 こ の す き 間 に モ ー ル ド が 入 り 込 む お そ れ が あ る 。 し か し 、 本 発 明 の 接 触 部 材 の 接 触
部 は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る ボ ビ ン の 内 径 に 位 置 す る の で 、 成 形 圧 力 に よ り 内 径 が 収 縮 す る こ
と に よ り 成 形 金 型 と の す き 間 が 無 く な り 、 こ の 部 分 に モ ー ル ド が 入 り 込 む こ と は な く 、 接
触 部 材 が モ ー ル ド さ れ る こ と が な く 、 ア ー ス 端 子 の 確 実 な 接 触 が 得 ら れ る 。 ま た 、 ヨ ー ク
内 径 に 万 一 、 モ ー ル ド が 入 り 込 ん で も 通 電 で き る モ ー ル ド タ イ プ の 防 水 構 造 可 能 な ソ レ ノ
イ ド 組 立 体 を 提 供 す る も の と な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す ソ レ ノ イ ド 組 立 体 の （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ （ ａ ） の 正 面 断 面 図 の Ａ 部 を 拡 大 し た 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す ソ レ ノ イ ド コ イ ル の （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 断
面 図 、 （ ｃ ） は 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す コ イ ル ア セ ン ブ リ の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 接 触 部 材 の 拡 大 正 面 図 ， （ ｂ ） は 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 他 の 接 触 部 材 及 び ボ ビ ン の 拡 大 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ソ レ ノ イ ド 組 立 体 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ソ レ ノ イ ド 組 立 体
３ ａ 　 第 一 の ヨ ー ク
３ ｂ 　 第 二 の ヨ ー ク
４ 　 　 ボ ビ ン
４ ｃ 　 ボ ビ ン 内 径
５ 　 　 ア ー ス 端 子
６ 、 ６ ａ 、 ６ ｂ 　 コ イ ル 端 子
７ 　 　 接 触 部 材
７ ａ 　 固 定 端
８ 　 　 コ イ ル
９ 　 　 コ イ ル ケ ー ス
１ ０ 　 鉄 芯 ア セ ン ブ リ
１ ０ ａ 　 鉄 芯 ア セ ン ブ リ 外 周
１ １ 　 円 筒 状 ヨ ー ク
１ １ ａ 　 円 筒 状 ヨ ー ク 内
１ ２ 　 非 磁 性 体 リ ン グ
１ ３ 　 固 定 鉄 芯
１ ４ 　 鍔
１ ８ 　 隙 間
２ ０ 　 可 動 鉄 芯
２ ２ 　 固 定 部 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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